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匹見演習林実態調査報告

広葉樹林について

成田恒美・山科健二画小追恵彦（森林経理学研究室）

Tsunem1NARITA，Ken］1YAMASHINA　and－Yosh1h1ko　KOSAKO

AReportontheBroad・工eavedForestinHiki㎜iCo11egeForest・

　　　　　　　　緒　　　　言

　広葉樹林を主体としている匹見演習林において，今後

の施業取扱としては，林種転換，一部には広葉樹用材林

施業等が考えられる。これら施業方針を立案実行するに

当つてその基礎資料を得るために広葉樹林の実態調査を

行つた。この資料は甲和30年8月学生実習によつて標本

調査を行つて得た資料の一部について，特に広葉樹の材

積，本数推定並びに海抜高と広葉樹との関係について取

りまとめたものである。

　なおこの報告においてはスギ天然林及びスギ，ヒノキ

の人工林の部分を除外した（第／図の斜線の部分）。

　　　　　　1演習林概要

　（コ）位　　置

　本演習林227haは島根県美濃郡匹見町にあり，北緯34．

31’37”，東経／32．3’1ア”（△／／2／m）に位置している。本

学（松江市）よりは南西約300km，海岸より約25kmの場

所である。山陰線益田駅より匹見町までバスで約3時間，

．匹見町より約5kmの地点である。・

　（2）　般的地況及び林況

　山陰，山陽の境界にそつて東西に走る申国山脈系の一

部であり，周囲は約／000m前後の山々で周まれている。

林地は申小谷を中心に西南に面する傾斜と東北から東西

に面する傾斜に大別されるが，全域にわたり傾斜は約

25◎～30。位であり，特に急唆な局地では約45。位の場所

もある。

　基岩は全域にわたり石英班岩からなり，土壌は一般に

申位の深度で，土壊湿度は潤であり，結合度は大体軟で

ある。

　この区域は近年迄交通不便な為に開発の遅れた奥地林

である。大正9，／0年に全区域にわたつて，天然スギ及

び広葉樹を皆伐処分し，大正／／年に益田農林学校が演習

林としての地上権設定を行つている。その後谷沿いの一

部にスギ，ヒノキの人工造林が行われた。叉稜線の一＝部

に残つている天然スギはスギの更新良好な処を除伐し撫

育して来たものである。広葉樹林は，その後天然に更新

した林分であつて樹令33年前後のものを主とする。

　　　　　　　　　　　　　　　1）
　　　　　　　　皿’調査方法

　演習林申スギ，ヒノキ人工林及びスギ天然林を除いた

他の全区域にわたつて200m間隔のP1ot抽串を行つた。

（第1図参照）

　　　第L図
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　　　　第2図
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　　　　　　　　　　8

　P1otは第2図に示す様に一辺22，561mの正方形，即ちそ

の面積が0．05haになる様にとつた。P1ot間隔が200mに

なる様に林内を実測して組織的に抽串を行つた。P1ot抽

出個数は44個であり，従って抽出率（面積）は／．07％で

ある。

　12）R1⑪危内調査要領

　P1ot内樹木調査は，胸局直径2cm以上のものすべてを

対称とし，2cm括約で毎木直径調査をなし，樹高はワイ

ゼ測高器で測定した。

　　　　　皿　材積推定（単位m3）

　P1ot別の本数，材積を要約して示したのが第／表であ

る、なおP1ot内のスギについても測定を実施し㍍、

　調査対称面積：’2G4．01ha

　P1ot面積合計2．2ha

従つて有限補正項γ20401－22－0995
　　　　　　　　　　　　204，0／

　信頼虞界95％における宏の値2．02

　（且）ス　　ギ

　P1otの材積合計を尤，p10壬当り平均材積を房，

標準偏差D（琵）とする。
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　S（劣）＝ア／．6287，義二／．62ア9，　D（冤）二〇．30

故にP1ot当り推定材積は95％の信頼限界で

　／．62ア9±（2．02）（0，995）（0．30）：／．6279±0．6029

ha当りの推定材積は

　（↑．6279±0．6029）x（20）＝32．56±／2．06

全材の推定材積は

　204．0／（32．56±／2．06）＝6642，57±2460，36

　その誤差率は3ア．03％である。

一（助広葉　樹

　S（免）＝1283．アア97，秀＝6．4495，　D（秀〉＝0．44

P1ot当りの推定材積：6．4495±0．8844

ha当りの推定材積：128．99±／7．69

全林の推定材積；26315．24士3608．94

となり誤差率は／3．7／％である。

（3）全体
　S（先）＝355．4085，互＝8．0775，　D（冤）＝0．49

P1ot当りの推定材積：8．07ア5±0＝98
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ha当りの推定材積：／61．55±／9．60

全林の推定材積：32957．8／±3998．60

となり誤差率は／2．／3％である、

（4）考察

　スギと広葉樹を合せた全体においては95％の信頼限界

で誤差率／2．／3％で材積推定が串来た、PIot個数の割合

には精度はいい方である。叉広葉樹のみの場合もその誤

差率／3．ア／叱でかなりの精度である。スギはP1o仁内に全

然無いところが多く分布がかたよつているので誤差率

が3ア。05％とかなり大きくなつた。こ汕辛層化宇行えば

まだ精度をあげることが可能と思われる。

　　　　　　皿　本数推定

　（工）ス　ギ

　S（菟）：285，　茅＝6．5，　D（；；）：／．36

　95％の信頼隈界におけるチの値及び，有隈補正項は材

積推定の場合に等しい。

　P1ot当一らの推定本数：6．5±2．73－

　ha当りの推定本数1130±54．6

　全林の推定本数：2652／．00±／／465，36

　その誤差率は42．00％となる。

　（21広葉樹

　S（劣）・：19／5．　玩＝43．5，　D（雰）＝3．39

　P玉ot当りの推定本数：43．5±6．8／

　P10t当りの推定本数：43．5±6．8／

　　ha当りの推定本数：870±／3．62

　　全林の推定本数：／アア488．ア0±27786．／6

　　その誤差率は15．66％

第2表

　（3）全　体
　s（劣）二2，2p0，　亙：50，　D（元）＝4．2－

　pユot当りの推定本数：50±8．44

　ha当りの推定本数：／000±／68．8

　全林の推定本数12040／0±3443．7

　その誤差率は／ア．／0％

　（剣　署　察

　本数推定の場合には，スギの誤差率は42％となり相当

に大きい。一これは材積推定の場合以上であり，スギがか

たよつて存在している事が分る。層化をすれぱ精度は更

に向上すると思われる。広葉樹の誤差率は15．66％で，一

材積の場合よりや㌧高く全体では17．10％とかなり大き

くなつている。

　更に高精度で推定する、ため∵其の後p10t数を増加し調

査を続行している。その結果は後日発表したい。

　何れにしても今まで見当さえついていなかつた広葉樹

の蓄積本数が一応明らかになつた事は意義があると思

　　う。

　　　　　　Y海抜高と広葉樹林

　　　　　　　　　　2）
　（ヱ）海抜高と出現樹種

　演習林の海抜高は480m～／12／mの範囲である。海抜

高480m～600mの間に出現する癌種については，この範

囲の調査面積が少いため充分の検註をなし得なかつた。

こ㌧では主として600m以上の実態について検討した、

　出現主要樹種の生育する範囲を示すと第2表の通りで

ある。なお出現率が少なく，且つ重要樹種でないものは

表から取り除いた。

　（2）出現率及ぴ混交率

海抜高と出現主要樹種表（海抜高600m～／，／00mの範囲）

海
抜 600畠～／，／00m 600m～1000m
高

600m～900㎜ 600m～800m 600m～ア00m

出頻
現度 頻度の多いもの　　稀なもの 頻度の多いもの 誓留多稀な1の蹴多1稀卿頻度の多い

もの

ブナ，シデ，ナラ，リョウブ， ヤマグル ヤマザクラ ネジキ マ．ンサ ウラジ
マ

シ
デ
ザ
ク
’ シラカシ

ホカノキ，エゴノキ，ヤマボ
ウ
ワ
ミ
ヅ
ザ
ク
ー アセビ

ク ロガシ フ

樹 ウシ。ヤマモミヂ，アサガラ， ツノハシ
バミ

フ
アワブ ヤマハ サカキ ウラジロ

イタヤカェデ，ウリハダカェ ク　リ キ ゼ ノキ

デ，アオハダデハクウンボク，
エノキ

ツシマト ソヨゴ シロダモ

ナツツバキ，カ才クギノキ， ネリコ ク　ワ カマツカ
タムニバ，ヒメシヤラ．サワ ムシカリ
グルミ，トチノキ，コシアブ

ダンコウバイ
ノブノキ

コバノミ
、

種 ラ、キブシ，キハダ
ツバツツ

クロモジ ジ

釧葉樹はスギ．
（／050m迄ツバキっξヅメ：）

ユヅリハ

この表の他串現が極く稀なため・範囲の決走が困難な主な樹種：クヌギ，ケヤキ，カッラ

なおブナは　ブナ，イヌブナを

　シデは　アカシデ，イヌシデ，クマシデを

　ナラは　ミヅナラ，コナラを

・一括して示した。

1

600m～ア00m
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　海抜高を500m，600m，700m，’800皿，900m，／000m，

1100mの7段階に区分した。具体的には450m～550mを

500m，550m～650mを600血として表わした。
　　　　　　　　　3）
　演習林g地形測量図にもとずいて各Plotの位置の海抜

高を求め，これによつて各段階に所属すべきP1otを決定

した。

　各樹種についてその出現平を示草ぱ第5図及び第4図．

の通りである。

第3図　主要樹種出現率表■（／）
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‘第4図　主要樹種出現率表（2）
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　　　　　　　　海抜高

　なお出現率は次の様にして求めた。

　／．海抜高の段階毎に求める。

　2．ある樹種がP1ot内に存在するか否かによつて，即

ち存在すれぱそのP1otを数え，なけれぱp1otを数えない

様にして次の式から算出した。、

　ある樹種の存在するP1ot数×／00
　　　　全p1ot数

　　　　　　　　　　　（胸高直径2cm以上のもの）

　次にP10t内の各樹種の材積を求め，海抜高段階毎に整

理し，各段階における樹種間の平均材積を比較する為，

各樹種の材積の総材積に対する％で表わしたのが第5図■

である。この内容のものを第5図では混交率なる名で図

第5図
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海抜高と主要樹種混交率（材積）

一

＾
一’’I つo 含o 工nO　　　　lo　　　20　　　3o

　　紺積率（％）
冬。　㌦r一て・

示した。この図示の値は多数のP1otの平均の値である。

従つてこの様な林分が小区域で現存しているとは隈らな

いことを承知願いたい⑪フナは広葉樹の囚で最も蓄積が

多く，600mから上に生育し600mを降ると見当らない、
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600m～ア00mの間は生育は良好とは云えない様でその蓄

積は少ない。これはブナ林施業に当つて注意ずべき点で

あろう。700m以上では広葉樹林の最優勢木として弘以

上のP1otに出現し，その蓄積は断然他の広葉樹を圧して

いる。温帯林の最も特徴ある林分が出現している。

　ナラについてみれば600mから／／00mまで殆んど差は

みられない。ナラの大部分はミヅナラであつて，コナラ

はア00m位迄少し混じている。蓄積の多い点で広葉樹で

はブナに次いでシデである松500m，600mに多く出由

し，この海抜高段階ではその蓄積は大であるが，海抜高

の高まるにつれて出現率は少くなり，蓄積は更に急速度

に滅少して行く。カシはウラジロガンを主としシラカシ

を混じている。ウラジロガンは800m迄出現する。シラ

カシはア00m迄であるが，海抜高が低い程出現率，蓄積

共に大であつて，カシが暖帯林の代表的樹種であること

がうかがわれる。カシ全体としては800m迄出現し，800m

では蓄積は極めて小となる。叉暖帯林の代表的樹種であ

るシィは600mの／P1otに出現す亭に遇ぎない。串現率，

蓄積共に間題にならないが，600mの地点に存在する事

実は無規出来ない。

　その他の広葉樹については比較的蓄積の多い樹種とし

第5号　　（／95ア）

て1．クリ・カェデ，リョウブ・ホウノキ，ヤマザクラ，

ミヅキ，サワグルミ，トチノキ，ミヅメ，アサガラを選

んで図示した。これ以外の樹種は更に蓄積が少いのであ

る。この内でクリは900mを限界として上部には生育し

ていない。その他の上記樹木は多少の差はあるが何れも

600m以上の全区域にわたつて生育しセいる。

　なおスギは何れも広葉樹林申に生育しているが，その

出現率，蓄積を概括すると海抜高の高まるにつれて何れ

もその値を増大している。／／00mに至れぱ被度の点にお

いては広葉樹の方が依然としてより大であるが，．材積で．

は逆にスギの方がより大となる。筆者等はこの原因とし

て演習林の立地条件では海抜高が相当高くなれぱよりス

ヂg生育に適している事実を一応認めたい。

　以上は匹見演習林の実態調査の一部として，広葉樹林

の材積，本数の推定及び各海抜高における主要樹種g出

現率，混交率等についてその概要を述べたに過ぎないが。

今後の演習林施業のための参考資料としたい。
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